
 

 

被爆 80周年ロゴマーク使用規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、被爆 80 周年ロゴマーク（以下「ロゴマーク」という。）を使用する場合の

取扱いに関し、必要な事項を定めるものとする。  

 （定義） 

第２条 この規程においてロゴマークは、別記に掲げる図柄をいう。 

（ロゴマークに関する権利） 

第３条 ロゴマークの原著作物である「広島・長崎観光キャンペーンロゴ」の著作権その他一切

の権利は広島・長崎連携観光キャンペーン実行委員会に帰属し、二次的著作物であるロゴマー

クの著作権その他一切の権利は、広島市に帰属する。 

（使用基準） 

第４条 ロゴマークは、次に掲げる場合に限り使用することができる。 

⑴ 広島市が被爆 80周年の取組の機運醸成を目的に使用する場合 

⑵ テレビ、新聞、雑誌等の報道機関等が広島市の被爆 80 周年の取組に関する報道を目的と

して使用する場合 

⑶ 以下のア～カに該当する「平和文化の振興」に資する取組等であって、広島市が共催、後

援等を行う取組等を実施する者が、その製作する資料や物品に、広島市が共催、後援等を行

うことを表示するために使用する場合 

ア 文化芸術活動・スポーツ交流による平和の実感につながる取組 

イ 平和への思いを共有する学習や活動の機会の提供につながる取組 

ウ まちの姿を通した平和への願いの発信につながる取組 

エ 被爆の実相を自分のこととして受け止める環境づくりにつながる取組 

オ 平和都市としての国際的な認知度の向上につながる取組 

カ その他、市長が平和文化の振興に資すると認める取組 

⑷ その他広島市の被爆 80周年の取組の機運醸成に資する場合であって、広島市が使用を認め

た場合 

（使用制限） 

第５条 次の各号のいずれかに該当する場合は使用することができないものとする。 

⑴ 営利を主たる目的とする場合  

⑵ 広島市の信用又は品位を害するおそれがあると認められる場合 

⑶ 自己の商標又は意匠とするなど独占的に使用するおそれがあると認められる場合 

⑷ 法令、公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認められる場合 

⑸ 特定の宗教の普及宣伝活動、政治活動又は選挙活動に使用又はそれを助長するおそれがあ

ると認められる場合 

⑹ その他市長が適当でないと認める場合 

（使用料等） 

第６条 ロゴマークの使用は、無料とする。 

２ ロゴマークの使用に係る経費は、ロゴマークを使用する者の負担とする。 

（使用承認手続） 

第７条 第４条第２号及び第３号によりロゴマークを使用しようとする者は、別記様式第１号に

より、広島市へ申請し、市長の承認を受けなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があった場合は、その内容が第４条の使用基準に照らし適正

であるかどうかを審査し、使用を承認するものとする。 

３ 市長は、前項の規定による審査の結果、使用を承認する場合は、当該申請者に対し、別記様

式第２号によりその承認の内容及びこれに付す条件を通知するものとする。 



 

 

４ 市長は、第２項の規定による審査の結果、使用を承認しない場合は、当該申請者に対し、別

記様式第３号により理由を付してその旨を通知するものとする。 

５ 第１項から前項までの規定について、広島市が別に定めた場合は、当該規定に基づき行うこ

とができる。 

（承認内容の変更） 

第８条 ロゴマークの使用承認を受けた者（以下「使用者」という。）は、承認を受けた内容を変

更しようとする場合には、別記様式第４号により広島市へ申請し、市長の承認を受けなければ

ならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があった場合は、その内容が第４条の使用基準に照らし適正

であるかどうかを審査するものとする。 

３ 市長は、前項の規定による審査の結果、変更を承認する場合は、当該申請者に対し、別記様

式第５号によりその承認の内容及びこれに付した条件を通知するものとする。 

４ 市長は、第２項の審査の結果、変更を承認しない場合は、当該申請者に対し、別記様式第６

号により理由を付してその旨を通知するものとする。 

５ 第１項から前項までの規定について、広島市が別に定めた場合は、当該規定に基づき行うこ

とができる。 

（申請期間） 

第９条 ロゴマークの使用承認申請期間は本規程の施行の日から令和８年３月３１日までとする。  

（遵守事項） 

第１０条 使用者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない  

⑴ 第４条各号に掲げる場合にのみ使用すること。 

⑵ ロゴマークを使用した物品及び広報物等の完成見本又は完成品の提出を求められたときは、

速やかに提出すること。 

⑶ 第三者に二次利用させてはならないこと。 

２ 使用者は、次の各号に掲げる事項に基づき、色、形等を正しく使用しなければならない。 

⑴ 画像中の図柄と文字を一体として使用する。 

⑵ 縦横の比率を変えて、拡大・縮小しない。 

⑶ 別の模様及び記号等を書き加えることや既存の模様及び記号等を取り除くことはしない。 

⑷ 色を変えない。ただし、グレースケールでの使用はできるものとする。 

（調査等の実施） 

第１１条 市長は、必要に応じ、使用者に対し、使用に関する状況や経過報告を求め、又は調査

をすることができる。 

（違反等に対する取扱い） 

第１２条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当したときは、必要な措置を採ること若し

くは使用の差止めを求め、又は使用の承認を取り消すことができるものとする。この場合にお

いて、使用者に損害が生ずることがあっても、市は、その責めを負わないものとする。 

⑴ 第５条各号のいずれかに該当したとき。 

⑵ 第７条及び第８条に規定する手続を行っていないとき。 

⑶ 申請書の内容に虚偽のあることが判明したとき。 

⑷ 第１０条に違反したとき。 

⑸ 使用者が法令に違反したとき。 

⑹ その他市長が適当でないと認めるとき。  

（事故、苦情等の処理） 

第１３条 ロゴマークを使用した物品及び広報物等に関する事故又は苦情等の問題が生じた場合

は、使用者が自らの責任の下に、必要な措置を講ずるものとする。 

２ 前項に規定する事故又は苦情等については、市は、一切の責任を負わないものとする。 



 

 

（委任規定）  

第１４条 この規程に定めるもののほか、この規程の施行に関し必要な事項は、企画総務局長が

定める。 

 

附 則 

この規程は、令和７年２月７日から施行する。 


